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課題名：アゲ

背景・ねらい

アゲマキは

て、漁業生産

て激減し、平

このため、種

方法を確立す

成果]  

１）平成 21 年

生産し、これ

放流したアゲ

を超え、順調

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 1 放流

２）太良町地

肥満度が

た。また

集団とし

３）放流直後

ら 15～2

４）7 月に太

を市場に

4,167～5

 

 

課題・問題点

囲い網で一

防止効果が

改良（放流手

今後の対応]

放流直後の

その他] 

研究期間： 

研究担当者

H22 

平成

マキ母貝集

い] 

は、かつては

産の上でも極

平成 4 年以

種苗生産・

することによ

年度以降の

れらを佐賀県

ゲマキは比

調に成長して

流後の成長（太

地先に放流し

が低下し、生

、太良地先

して機能して

後の散逸を防

28 日経過後

良町地先の

に試験出荷し

5,000 円/kg

点] 

一定の散逸

が不十分であ

手法、サイズ

] 

の散逸を防

平成 21～

者： 資源研究

H23 H24

成 25 年

集団の効果的

は有明海佐賀

極めて重要

降、20 年近

放流技術を

より、資源の

の 5 ヶ年で、

県沿岸の 11

比較的良好に

ていることを

太良町地先放流

した平成 21

生殖腺組織

先の海域でア

ていると思わ

防ぐ方法とし

後の生残率

の放流アゲマ

したところ、

であった（図

防止効果は

あることから

ズ、時期、囲

止する手法

25 年 

究担当  神

H25 

年度研究

的創出方法

賀県海域の

要な位置を占

近くほとんど

を開発し、ア

の再生産力

放流用の稚

1 地区に放

に生残し、放

を確認した（

流群）     

1、23 年度放

織切片の状況

アゲマキの浮

われた。 

して、囲い網

は、対照区

マキ（8.4kg

取引価格は

図 3）。 

は得られたも

ら、放流直後

囲い網の目合

法の改良を行

神﨑博幸 

究成果情

法の検討 

の泥干潟で多

占めていたが

ど漁獲がない

アゲマキ母貝

回復を図る

稚貝（殻長約

流した。この

放流 2 年後

（図１）。 

     

放流群は、9

況からも産卵

浮遊幼生を

網（図 2）を設

区に比べ、1.

） 

は 

ものの、手間

後の散逸を防

合い等）が必

行う。 

図

図 3

情報 

多く見られる

が、平成 2～

い状態が続

貝集団の効

る。 

約 8mm）約

のうち、太良

には漁獲サ

9 月から 11

卵したことが

を確認したこ

設置したとこ

4～2.0 倍で

間がかかる

防止する手

必要である

図 2 囲い網 

試験出荷され

る二枚貝と

～3 年にか

いている。 

効果的な創出

419 万個を

良町地先に 

サイズ（70mm

1 月にかけて

が推測され

ことから、母

ころ、放流か

であった。 

ることや、散逸

手法のさらな

る。 

れたアゲマキ 

し

け

出

を  

m）

て

貝

か

逸

なる


